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以下の問いに答えよ．なお，導出の過程を明示すること． 
 
１．偏微分方程式に関する以下の問いに答えよ． 

 tx 0,10 で定義される方程式 
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を，境界条件     0,1,0  tutu ，初期条件    xxu sin0,  のもと，解くことを考える． 

ここで，  , は定数で， t は時間， xは空間座標を表す． 
 
(1) 式 (1) の方程式において 0 のとき，方程式の解  txu , を求めよ． 

(2)    txwetxu t ,,  と置いたとき，式 (1) は， 
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となることを示せ． 
(3) 式 (2) を利用して，式 (1) の方程式の解  txu , を求めよ． 

 
２．統計に関する以下の問いに答えよ． 

ある講義において補講の効果を確かめるため，無作為に 10 名の受講者を選び，補講前後

に小テストを課した．その結果は表-1 に示す通りであった． 
(1) 補講後の小テスト得点の標本平均 X ，標本分散 2S ，不偏分散 2U を求めよ． 
(2) 補講によって理解度が増したか（補講後の小テストの得点が上がったか）否か，有意

水準 10%で検定せよ．なお，この問いを解くにあたって，表-2 を用いてよい． 
 

表-1 受講者 10 名の補講前後の小テストの得点 
受講者 A B C D E F G H I J 

補講前の得点 4 3 5 7 5 8 4 5 6 6 

補講後の得点 3 4 5 5 6 6 7 7 8 9 

 
表-2 t 分布表 自由度 で      ttPr となる  t  

上側確率
自由度  

0.20 0.10 0.05 

9 0.883 1.383 1.833 
10 0.879 1.372 1.812 
11 0.876 1.363 1.796 

 


